
付紙様式第２ 

事   業   評   価   書 

補 助 事 業 名  小牧基地関連公共用施設消防ポンプ自動車整備事業 

補 助 事 業 者 名 小牧市長  

実  施  場  所  小牧市大字村中９５０番地１ 小牧市消防団第２分団 

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標 

 消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）は災害活動を行う上で必要不可欠

だが、本車両は、購入してから２２年目を迎えており、経年劣化等に

より、業務に支障をきたしている状況である。 

このため、老朽化した消防ポンプ自動車（ＣＤ－Ⅰ型）の更新を行う

ことで、安定した災害活動を行える環境を維持し、もって小牧基地周

辺の生活環境の向上を図る。 

補 助 事 業 の 内 容  
 消防ポンプ自動車１台 

補助事業の始期及び終期  令和７年度 

 

 

事業費及び交付金額  

 R7年度 ○年度 ○年度 

予定 

○年度 

予定 

○年度 

予定 

計 

事業費 

円 

23,078,000 

 

円 

 

 

円 

 

 

円 

 

 

円 

 

 

円 

23,078,000 

 

交付金

額 

3,000,000 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3,000,000 

 

 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

 今回更新した消防ポンプ自動車は、検査後速やかに運用できてい

る。分団員に対してアンケート調査を行ったところ、車両本体の性能

及び機械器具の向上が図られたことを確認できた。このことから、今

まで以上に迅速かつ的確な災害対応が可能となり、活動能力が高めら

れたことで地域住民の安全・安心を確保できた。 

 また、特定防衛施設周辺整備調整交付金で整備したことを車両本体

に標記するとともに、市ホームページに掲載することにより、地域住

民への周知を行った。 

事業の改善措置及び  

今後の対応 

 無 



事業評価に際しての第三 

者機関の活用の有無 
 無 

注：１ 基金事業の場合には、事業費及び交付金額の欄に、年度ごとの基金造成額（交付金・市町

村費等・その他・運用益・計）、基金処分額及び基金残額についても起債すること。 

  ２ 事業の評価に際して第三者機関を活用した場合は、当該第三者機関の名称及び構成員等を

記載すること。 

 


